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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンジンに取り付けられる燃料噴射システムであって、
　燃料噴射器と、
　エアフローメータと通信可能かつエンジンのインテークマニホールドに取り付けられて
いる圧力センサと通信可能な電子制御ユニットと、
　前記インテークマニホールドに取り付けられた温度センサであって、前記電子制御ユニ
ットと通信可能な温度センサと、
　前記エンジンあるいは前記インテークマニホールドから離れた、外気圧力測定に適した
位置に配置された外気圧力センサであって、前記電子制御ユニットと通信可能な外気圧力
センサと、を有し、
　前記電子制御ユニットは、前記エンジンの空気流速についての情報を受信するとともに
、低空気流速領域において前記インテークマニホールドに取り付けられている前記圧力セ
ンサと、前記温度センサと、前記外気圧力センサと、を用い、かつ、
　高空気流速領域においては前記エアフローメータを用い、かつ、
　前記低空気流速領域および前記高空気流速領域は、遷移空気流速を境として区分され、
　前記電子制御ユニットは、前記エンジンの空気流速からなるデータを考慮することで前
記圧力センサあるいは前記エアフローメータのいずれを用いるかを決定するようになって
いることを特徴とする燃料噴射システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の燃料噴射システムであって、
　前記圧力センサが、マニホールド絶対圧力センサであることを特徴とする燃料噴射シス
テム。
【請求項３】
　請求項１に記載の燃料噴射システムであって、
　エンジン速度センサが前記電子制御ユニットと通信可能であることを特徴とする燃料噴
射システム。
【請求項４】
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　請求項１に記載の燃料噴射システムであって、
　スロットルバルブセンサが前記電子制御ユニットと通信可能であることを特徴とする燃
料噴射システム。
【請求項５】
　燃料噴射システムの制御方法であって、
　一群のセンサから情報を受信するステップと、
　エアフローメータから受信したデータからなる情報に基づき空気流速を決定するステッ
プと、を具備し、
　前記方法はさらに、
　前記空気流速が第１空気流速領域内にある場合には、第１制御信号を燃料噴射器に送信
し、前記空気流速が第２空気流速領域内にある場合には、第２制御信号を前記燃料噴射器
に送信するステップと、を具備し、
　前記第１空気流速領域は、前記第２空気流速領域よりも低く、前記第１空気流速領域お
よび前記第２空気流速領域は、遷移空気流速を境として区分され、前記第１制御信号は回
転速度・密度式制御方法に関連付けられ、さらに前記第２制御信号はエアフローメータ式
制御方法に関連付けられることを特徴とする燃料噴射システムの制御方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の燃料噴射システムの制御方法であって、
　前記一群のセンサは、前記回転速度・密度式制御方法に関連付けられる圧力センサを含
むことを特徴とする燃料噴射システムの制御方法。
【請求項７】
　請求項５に記載の燃料噴射システムの制御方法であって、
　前記一群のセンサは、前記回転速度・密度式制御方法に関連付けられる外気圧力センサ
を含むことを特徴とする燃料噴射システムの制御方法。
【請求項８】
　請求項５に記載の燃料噴射システムの制御方法であって、
　前記一群のセンサは、前記回転速度・密度式制御方法に関連付けられる温度センサを含
むことを特徴とする燃料噴射システムの制御方法。
【請求項９】
　請求項５に記載の燃料噴射システムの制御方法であって、
　前記一群のセンサは、前記エアフローメータ式制御方法に関連付けられる前記エアフロ
ーメータを含むことを特徴とする燃料噴射システムの制御方法。
【請求項１０】
　請求項５に記載の燃料噴射システムの制御方法であって、
　前記エアフローメータ式制御方法は異なる空気流速に対して最適化されうることを特徴
とする燃料噴射システムの制御方法。
【請求項１１】
　請求項５に記載の燃料噴射システムの制御方法であって、
　前記エアフローメータ式制御方法は高空気流速に対して最適化されうることを特徴とす
る燃料噴射システムの制御方法。
【請求項１２】
　噴射制御方法を選択する方法であって、
　可能な空気流速範囲を第１空気流速領域、第３空気流速領域および第１空気流速領域と
第３空気流速領域の中間の第２空気流速領域の３つに分割するステップであって、前記第
１空気流速領域および前記第２空気流速領域は、第１遷移空気流速を境として区分され、
かつ、前記第２空気流速領域および前記第３空気流速領域は、第２遷移空気流速を境とし
て区分されるステップと、
　第１燃料噴射制御方法を前記第１空気流速領域および前記第３空気流速領域に関連付け
るステップと、
　第２燃料噴射制御方法を前記第２空気流速領域に関連付けるステップと、
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　一群のセンサから受信した情報に基づいて空気流速を決定するステップと、
　前記空気流速が前記第１空気流速領域または前記第３空気流速領域にある場合は、前記
第１燃料噴射制御方法に関連付けられる第１制御信号を燃料噴射器に送信するステップと
、
　前記空気流速が前記第２空気流速領域にある場合は、前記第２燃料噴射制御方法に関連
付けられる第２制御信号を燃料噴射器に送信するステップと、
を有する噴射制御方法を選択する方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の噴射制御方法を選択する方法であって、
　前記第１空気流速領域は低空気流速領域であることを特徴とする噴射制御方法を選択す
る方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の噴射制御方法を選択する方法であって、
　前記第３空気流速領域は高空気流速領域であることを特徴とする噴射制御方法を選択す
る方法。
【請求項１５】
　請求項１２に記載の噴射制御方法を選択する方法であって、
　前記第１燃料噴射制御方法は、回転速度・密度式制御方法であることを特徴とする噴射
制御方法を選択する方法。
【請求項１６】
　請求項１２に記載の噴射制御方法を選択する方法であって、
　前記第２燃料噴射制御方法は、エアフローメータ式制御方法であることを特徴とする噴
射制御方法を選択する方法。
【請求項１７】
　請求項１２に記載の噴射制御方法を選択する方法であって、
　前記一群のセンサが、回転速度・密度式制御方法に関連付けられる、圧力センサ、温度
センサおよび外気圧力センサを含むことを特徴とする噴射制御方法を選択する方法。
【請求項１８】
　請求項１２に記載の噴射制御方法を選択する方法であって、
　前記一群のセンサが、前記エアフローメータ式制御方法に関連付けられるエアフローメ
ータを含むことを特徴とする噴射制御方法を選択する方法。
【請求項１９】
　請求項１２に記載の噴射制御方法を選択する方法であって、
　前記エアフローメータ式制御方法は、高空気流速に対して最適化されるものであること
を特徴とする噴射制御方法を選択する方法。
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